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「新年度がスタート！」
　名和神社周辺は桜の名所。今年もきれいに咲きました。

楽しさ自給率の高いまちへ
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2令和 2年 5月号

108億8千万円
　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
が

３
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
昨
年

度
か
ら
９
億
２
千
万
円
増
の
１

０
８
億
８
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
次
の
６
つ

を
重
点
事
業
と
し
て
定
め
、
誰

も
が
地
域
に
誇
り
を
も
っ
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

①
ま
ち
の
強
み
や
魅
力
を
活
か

し
た
人
口
減
少
対
策

②
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
た

取
組
み

③
地
域
振
興
と
住
み
や
す
さ
の

向
上

④
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
防

災
・
教
育
・
福
祉
の
充
実

⑤
広
報
・
情
報
発
信
力
の
強
化

⑥
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

事
業
の
効
率
化

（歳入の特徴）

・普通交付税の合併算定替え措置
がなくなる年度となります。

・ふるさと納税が好調で、寄附金
が増える見込みです。

・町債は、元金返済額以下に抑
え、町債残高の抑制に努めてい
ます。

（歳出の特徴）

・民生費が、保育所管理経費の増など
により、前年度比約１億４千万円の
増となっています。

・衛生費が、中山清掃センター解体事
業などにより前年度比約２億６千万
円の増となっています。

・農林水産業費が、畜産クラスター事
業などにより前年度比約 5 億円の増
となっています。

～地域に誇りをもって住み続けられるまちづくり～

令和２年度
一般会計当初予算　総額

歳入

町税
15億8873万円
町税

15億8873万円

地方交付税
46億4000万円
地方交付税
46億4000万円

国・県支出金
20億2481万円
国・県支出金
20億2481万円

寄附金
3億413万円
寄附金

3億413万円

繰入金
6億9184万円
繰入金

6億9184万円

町債
7億6310万円
町債

7億6310万円

その他収入
8億6739万円
その他収入
8億6739万円

歳出

総務費
15億7463万円
総務費

15億7463万円

民生費
27億1658万円
民生費

27億1658万円

農林水産業費
18億5673万円
農林水産業費
18億5673万円

消防費
3億441万円
消防費

3億441万円

衛生費
9億6300万円
衛生費

9億6300万円

教育費
9億1916万円
教育費

9億1916万円

公債費
14億933万円
公債費

14億933万円

土木費
7億8330万円
土木費

7億8330万円

商工費
2億1974万円
商工費

2億1974万円

その他
1億3312万円
その他

1億3312万円

令
和
２
年
度
当
初
予
算



3 令和 2年 5月号

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
総
額
を
令
和
２
年

３
月
31
日
現
在
の
人
口
で
割
る
と
、
町
民
１
人

あ
た
り
67
万
７
０
３
８
円
と
な
り
ま
す
。

　

お
預
か
り
し
た
税
金
な
ど
を
大
切
に
使
っ
て

い
き
ま
す
。

特別会計

土地取得特別会計 12万円 宅地造成事業特別会計 2522万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1025万円 索道事業特別会計 2804万円

開拓専用水道特別会計 1287万円 中山財産区特別会計 313万円

国民健康保険特別会計 22億6690万円 上中山財産区特別会計 237万円

国民健康保険診療所特別会計 3億6157万円 下中山財産区特別会計 96万円

後期高齢者医療特別会計 2億2616万円 逢坂財産区特別会計 84万円

介護保険特別会計 22億6381万円 企業会計（水道事業）

農業集落排水事業特別会計 4億8026万円 ３条収益的収入 2億9326万円

公共下水道事業特別会計 4億1744万円 ３条収益的支出 2億9853万円

風力発電事業特別会計 4052万円 ４条資本的収入 1億138万円

温泉事業特別会計 620万円 ４条資本的支出 1億8827万円

令和２年度当初予算の詳しい概要については、町のホームページで見ることができます。

http://www.daisen.jp/1/10/34/48/2/85/

【問い合わせ先】　財務課☎0859－54－5200

町民１人あたり

67万7038円

消防費
1万8943円

教育費
5万7197円

公債費
8万7699円

農林水産業費
11万5540円

商工費
1万3674円

土木費
4万8743円

総務費
9万7986円

民生費
16万9047円

衛生費
5万9925円

令和２年度　当初予算



4令和 2年 5月号

広報・情報発信力の強化

交流人口の増加に向けた取組み

まちの強みや魅力を活かした人口減少対策

ホームページ管理事業　37万円
行政ホームページでの情報発信およびSNS（Line、Twitter、イン
スタグラム）での随時情報発信を行います。

大山チャンネルインターネット配信事業　174万円
大山チャンネルで放送した番組を30分ほどに再編集し、YouTube
で公開配信します。

ふるさと応援基金事業　3億57万円
ふるさと納税制度を町内外に広く周知し、ふるさと納税制度の普
及推進を図り、寄附者の増加に取り組みます。令和２年度はふる
さと納税感謝会を大山町で開催します。

地方創生推進交付金事業（来訪者受入体制強化）　186万円
高校生の教育旅行を誘致するためのプロモーション及び受入れを
行い、大山町での体験・学習を行うために、町内移動及び町内宿
泊の支援を行います。

所子伝統的建造物群保存地区保存事業　1906万円
修理・修景などの町並み保存事業、町並みを活かした地域活性化
に資する諸事業などを実施します。令和２年度は、保存地区内に
トイレを新設するための実施設計も行います。

こどもと楽しいまちプロジェクト事業　700万円
こどもと楽しいまちプロジェクト事業を実施する経費。事業を実
施しながら、つながりの機会を増やし、誰もが暮らしやすい地域
づくりに取り組みます。

公共施設官民連携（PPP/PFI）事業　166万円
公共施設を建設・管理・運営していくうえで、最適な進め方の検
討を行います。

高等学校等通学定期乗車券購入補助　1088万円
高等学校等の通学時に必要となる定期乗車券に対し購入費用の一
部を補助。令和２年度からは、１か月あたり7000円を超える部
分に対しては全額補助、7000円以下に対しては半額補助となり
ます。

令和２年度の重点事業 令和２年度当初予算に計上した

主な重点事業についてお知らせします。

令和２年度　当初予算



5 令和 2年 5月号

ＩＣＴ・ＡＩを活用した事業の効率化

地域力の向上による防災・教育・福祉の充実

地域振興と住みやすさの向上

RPAライセンス使用料　133万円
RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）の導入で事
務事業の自動化を図ります。

学校ICT支援委託料　360万円
各小中学校の校務用・児童生徒用パソコンなど情報機器の活用支
援を委託し、教育の充実を図ります。

下市駅前雨水排水施設改修工事測量設計委託料　1687万円
下市駅前の雨水排水施設を改修するための測量設計

子どもの予防接種事業　3275万円
予防接種法に定められた定期予防接種を実施します。
おたふくかぜ・ロタウイルスおよび生後６か月から高校生相当年
齢の者と妊婦のインフルエンザ予防接種費用の一部助成を行いま
す。

読書履歴通帳導入　370万円
乳幼児期から高齢者まで幅広い年代層に図書館を利用していただ
けるよう、図書館（本館・分館）に読書履歴通帳を新たに導入し、
読書意欲を促します。

起業支援補助金（地方創生推進事業）　1002万円
地域コミュニティや産業の崩壊が進む中、これらの地域課題を解
決するため、既存施設をリノベーションして創業する者に対して
支援を行います。

森林経営管理事業　1203万円
経営管理が行われていない森林について、市町村が仲介役となり、
森林所有者と民間事業者をつなぎ、森林の経営管理を確保し、林
業の成長産業化と森林の適切な管理の両立を図ります。

町道大山口（Ｔ）大塚線改良事業　1120万円
大山口駅前の通学路における、歩道未整備区間の歩道新設工事。

下市駅南口整備事業　736万円
下市駅について、南側から乗降出来るように整備します。

令和２年度　当初予算



6令和 2年 5月号

　

今
回
は
交
流
部
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。
交
流
部
は
、
人
と
の
出
会
い
や
き
ず

な
の
復
活
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
動
や
交

流
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
や
催
し
物
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
に
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
方

と
知
り
合
い
に
な
っ
た
り
、
疎
遠
に
な
っ

て
い
た
友
人
知
人
と
再
び
出
会
っ
た
り
す

る
こ
と
に
よ
り
、
日
頃
の
生
活
の
中
で
楽

し
み
が
少
し
で
も
増
え
れ
ば
と
考
え
て
、

次
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
『
ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り
』
へ
の
参
加

者
バ
ス
送
迎

　

毎
年
９
月
開
催
の
『
ふ
れ
あ
い
健
康
ま

つ
り
』
に
参
加
し
や
す
い
よ
う
、
自
宅
か

ら
会
場
ま
で
、
車
に
よ
る
送
迎
を
行
っ
て

い
ま
す
。

②
着
ぐ
る
み
活
動

　

庄
内
地
区
の
地
域
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
『
ふ
じ
で
ら
ら
』
の
着
ぐ
る
み
を
着
て
、

庄
内
地
区
や
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
会
場
の
子
ど
も
た
ち
に
も

好
評
で
、
一
緒
に
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。

③
盆
踊
り

　

地
域
に
根
差
し
た
伝
統
行
事
で
あ
る
盆

踊
り
を
活
性
化
さ
せ
、
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
季
節
の
楽
し
み
と
し
て
定
着
で
き
れ

ば
と
考
え
、
盆
踊
り
保
存
会
の
方
と
一
緒

に
年
に
数
回
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
お
披

露
目
は
『
ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り
』
に
て

行
っ
て
い
ま
す
。

④
広
報
活
動

　

「
か
く
わ
の
郷
庄
内
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
し
て
活
動
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

見
た
人
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、

活
動
状
況
や
行
事
予
定
は
も
と
よ
り
、
写

真
を
多
く
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
視

覚
的
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
活
動
に
参
加
し

て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
メ
ー
ル
で

も
受
付
け
て
い
ま
す
。

⑤
サ
ー
ク
ル
活
動

　

旧
庄
内
小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し
て
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
年
に
数
回
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

過
去
に
は
ち
ぎ
り
絵
講
習
会
等
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
囲
碁
や
将

▲

子
ど
も
に
も
大
人
気
！

　

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
『
ふ
じ
で
ら
ら
』

▲ちぎり絵サークルによる講習会

棋
、
卓
球
な
ど
皆
さ
ん
の
ご
希
望
が
あ
れ

ば
計
画
に
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
」

と
い
う
思
い
を
、
か
く
わ
の
郷
庄
内
で
実

現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
意
見
・
ご
要
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

か
く
わ
の
郷
庄
内
事
務
局

　

☎
０
８
５
９
‐
57
‐
６
１
２
３

　

k
ak

uw
a-sh

on
ai@

sea.ch
uk

ai.n
e.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く

　

だ
さ
い

　
　
　
　
　
　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

みんなでやらいや！
協働のまちづくり
今月は地域自主組織
　『かくわの郷庄内』
　『まちづくり大山』です

みんなでやらいや！協働のまちづくり

地
域
自
主
組
織
『
か
く
わ
の
郷
庄
内
』

―
誰
と
で
も
お
付
き
合
い
―
交
流
部
の
活
動
紹
介
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ま
ち
づ
く
り
大
山
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

多
く
の
地
域
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
昨
年
度
か
ら
女
性
や
子
ど
も
た
ち

も
当
た
り
前
に
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参

加
し
て
い
け
る
ベ
ー
ス
を
築
い
て
い
こ
う

と
、『
チ
ー
ム
わ
と
な
り
』
を
結
成
し
ま

し
た
。

　

『
チ
ー
ム
わ
と
な
り
』
は
、
女
性
や
子

ど
も
、
子
育
て
世
代
の
方
た
ち
の
意
見
を

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
負

担
な
く
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た

め
の
新
し
い
取
り
組
み
で
す
。
今
ま
で
あ

ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
目

に
は
見
え
な
い
け
ど
大
切
な
モ
ノ
」
に
焦

点
を
当
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

ね
て
い
く
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
他
の
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
介
し
て
自
分
自
身

を
客
観
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
が
既

に
持
っ
て
い
る
能
力
や
価
値
観
・
特
性
を

自
覚
し
ま
す
。
次
に
、そ
れ
を
活
か
し
て
、

助
け
る
側
、
助
け
ら
れ
る
側
と
い
う
固
定

さ
れ
た
一
方
通
行
の
関
係
性
で
は
な
く
、

あ
る
時
は
助
け
て
も
ら
い
、
あ
る
時
は
手

を
差
し
伸
べ
る
と
い
っ
た
双
方
向
の
関
係

性
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
目
で
見
え
て
い
る
モ
ノ
以
上

に
大
切
な
モ
ノ
」
を
、
よ
り
多
く
の
人
が

実
感
・
共
感
し
、「
相
手
の
幸
せ
＝
自
分

の
幸
せ
」
と
思
え
る
人
や
、
相
手
に
寄
り

添
っ
て
物
事
を
考
え
る
心
の
持
ち
主
が
増

え
て
、
よ
り
居
心
地
の
い
い
地
区
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
『
の
び
の

び
』も
そ
の
思
い
か
ら
始
め
ま
し
た
。『
の

び
の
び
』
は
、
大
山
地
区
の
子
ど
も
た
ち

が
、
長
期
休
暇
中
に
地
区
の
中
で
安
心
し

て
、
楽
し
く
集
ま
っ
て
過
ご
せ
る
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、
昨
年
の
春
休
み
か
ら
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

目
的
も
あ
り
ま
す
が
、
見
守
り
役
と
し
て

様
々
な
立
場
の
大
人
に
関
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
子
ど
も
・
地
域
の
方
・
保
護
者

な
ど
の
間
に
、
新
し
い
関
係
性
が
自
然
に

構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
３
月
３
日
か
ら
休
校
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
大
山
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
開
設
さ
れ
た『
の
び
の
び
』

で
は
、
春
休
み
か
ら
予
定
し
て
い
た
運
営

を
、
休
校
に
あ
わ
せ
て
早
め
ま
し
た
。

　

休
校
中
は
、
学
校
も
開
放
さ
れ
ま
し
た

が
、毎
日
約
15
人
の
子
ど
も
た
ち
が
来
て
、

思
い
思
い
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
急

な
予
定
変
更
に
も
関
わ
ら
ず
、『
の
び
の

び
』
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
と
、
地
域
の
方
や

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
と
の
間
に
関
係

性
が
築
け
た
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
関
わ
る
人
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
も
増

え
、
共
感
の
輪
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い

く
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
見

守
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
、
今
回
結

成
し
た『
チ
ー
ム
わ
と
な
り
』の
メ
ン
バ
ー

に
な
り
、
さ
ら
に
、『
の
び
の
び
』
を
利

用
す
る
子
ど
も
た
ち
も
自
ら
進
ん
で
「
メ

ン
バ
ー
に
な
り
た
い
！
」
と
参
加
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
年
齢
や
性
別
に
こ
だ
わ
ら

な
い
横
の
関
係
性
を
さ
ら
に
広
げ
、
み
ん

な
で
手
を
取
り
合
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　

み
ん
な
が
関
わ
っ
て
こ
そ
の
『
ま
ち
づ

く
り
』、
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
で
き

る
範
囲
で
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
関
わ
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
く
だ

さ
る
方
は
、
ひ
と
声
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
大
山
事
務
局

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
８
１
３
９

▲

の
び
の
び
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

▲大山トレセンではしゃぐ子どもたち

みんなでやらいや！協働のまちづくり

地
域
自
主
組
織
『
ま
ち
づ
く
り
大
山
』

ま
ち
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
す
！
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大山町教育委員会事務局 0859‐54‐5211
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◆
日
時

　

令
和
３
年
１
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
開
式

◆
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
対
象

　

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在

住
者
及
び
町
内
中
学
校
卒
業
者

※
町
内
在
住
者
・
町
内
中
学
校
卒
業
者
で

現
在
、
町
外
在
住
者
に
方
は
11
月
頃
に

ご
案
内
を
し
ま
す
。

※
町
内
に
在
住
し
た
こ
と
が
あ
り
、
現
在

町
外
在
住
で
、
大
山
町
で
の
成
人
式
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
社
会
教
育
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
よ
り
思
い
出
深

い
も
の
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

成
人
式
に
関
わ
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

生
涯
学
習
室

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

　

メ
ー
ル

：syougaigakusyu@
daisen

.jp

第
１
回
大
山
町
ま
る
ご
と
講
座

　
　
延
期
の
お
知
ら
せ

大
山
の
恵
み
再
発
見
！

『
お
茶
の
魅
力
を
科
学
す
る
』

（
名
和
公
民
館
）

　

今
年
度
の
ま
る
ご
と
講
座
第
１
回
目

は
、５
月
に
陣
構
で
『
大
山
新
茶
ま
つ
り
』

と
コ
ラ
ボ
し
て
、
お
茶
の
魅
力
を
科
学
的

に
探
究
し
て
い
た
だ
こ
う
と
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
と
も
な
い
、
10
月
に

延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
詳
し
い
日
程
・
内
容
は
後
日
、

広
報
だ
い
せ
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
開
催
予
定　

10
月

　
　
　
　
　
　

◆
活
動
場
所　

陣
前
茶
加
工
所

　
　
　
　
　
　

（
大
山
町
小
竹
）

◆
内
容　

紅
茶
づ
く
り

　
　
　
　

紅
茶
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

お
茶
の
フ
ル
コ
ー
ス
料
理

　
　
　
　
　

（
飲
か
ら
食
ま
で
）

　
　
　
　
　
　

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

名
和
公
民
館

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
６
８
８

成
人
式
実
行
委
員
募
集

『大山町まるごと講座』とは・・・
　大山町にある歴史や文化、産業、自然

など未来に伝えたい沢山の宝を掘り起こ

し、講座をとおして地域の魅力と可能性

を伝えていく講座です。

　全６回開講予定です。第２回以降の詳

しい日時・内容・応募方法等は、今後の

広報だいせんでお知らせします。

大山町成人式は

１月３日に

▲昨年の様子
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	 ☆なぜ、いま学校でプログラミングを学ぶのか

☆てしごと/あさの あつこ	 　/平井 聡一郎

☆平蔵の母/逢坂 剛	 ☆医者のトリセツ/御藤 誠司

☆ホームドアから離れてください/北川 樹	 ☆余力ゼロで生きてます/水野 美紀

☆タイガー理髪店心中/小暮 友紀子	 ☆マヌケのすすめ/萩本 欽一

☆山岳捜査/笹本 稜平

☆国道食堂 １st season/小路 幸也	 ☆琉球という国があった/上里 隆史

☆おとぎカンパニー 日本昔ばなし編/田丸 雅智	 ☆ウソつきないきもの図鑑/来栖 美憂

☆鐘を鳴らす子供たち/古内 一絵	 ☆はじまりはたき火/まつむら ゆりこ

☆背高泡立草/古川 真人	 ☆グレーテルの白い鳥/斉藤 洋

	 ☆鬼遊び ４/廣嶋 玲子

☆東京大人のミュージアム/昭文社	 ☆冒険！でんしゃ迷路/大河原 一樹

☆働くコンパスを手に入れる/田中 翼	 ☆おにぎりをつくる/高山 なおみ

☆ばぁばニッポン/主婦の友社	 ☆なんでもモッテルさん/竹下 文子

☆私にとっての介護/岩波書店編集部	 ☆１００/名久井 直子

☆最強に面白い！！化学/ニュートンプレス	 ☆ごはん山/はらぺこ めがね

児童書・絵本

一般・文学

その他

NO.180

愛称募集！

募集期間　５月３１日（日）まで
応募方法　�応募用紙にご記入いただき、大山町立図書

館本館または分館（名和分館・大山分館）
の窓口へご持参いただくか、ＦＡＸまたは
メールでお送りください。

結果発表　令和２年６月下旬頃に発表。
　　　　　※採用者１名の方に賞品を贈呈します。
ＦＡＸ番号　図書館本館　0858－49－3011
Ｅメール　tosho@daisen.jp　
※�詳しくは、各館にありますチラシをご覧いただくか、
大山町立図書館ホームぺージをご覧ください。

　大山町立図書館では、図書館で借りた本
の書名などを銀行のＡＴＭのような機械で
通帳に記録できる読書履歴通帳機を、本年
度導入予定です。

　読書記録を残すと、記録を自己管理でき
ることはもちろん、読書を通して家族とふ
れあう、思い出が作れるなど、より読書を
楽しむことができるようになります。

　この事業を、町民の方に広く知っていた
だき、たくさんの方にこの機械に親しんで
いただくため、通帳機の愛称を右記の通り
募集します。たくさんのご応募をお待ちし
ています！

読書履歴通帳機

4月23日～5月31日 応募して
賞品をＧＥＴ！
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２
月
下
旬
に
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
第

34
回
人
権
啓
発
研
究
集
会
に
参
加
し
た
機

会
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
施
設
「
沖
縄
愛

楽
園
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
愛
楽
園
は
１
９
３
８
（
昭
和
13
）

年
「
国く

に
が
み
あ
い
ら
く
え
ん

頭
愛
楽
園
」
と
し
て
開
園
さ
れ
、

１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
７
月
１
日
に
国

に
移
管
さ
れ
、
国
立
療
養
所
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
１
２
４
名
の
方
が
入
所
さ
れ
、

平
均
年
齢
は
85
歳
で
す
。

　

学
芸
員
さ
ん
に
案
内
さ
れ
て
、
話
を
聞

き
な
が
ら
園
内
を
廻
り
ま
し
た
が
、
愛
楽

園
は
沖
縄
戦
と
の
関
連
が
極
め
て
深
い
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

〈
日
戸
収
容
〉

　

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
３
月
、
沖
縄

に
第
32
軍
が
創
設
さ
れ
る
と
、
約
10
万
人

の
将
兵
が
沖
縄
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
兵

舎
不
足
を
補
う
た
め
に
、
軍
が
地
域
の
学

校
や
公
民
館
の
ほ
か
民
家
ま
で
も
接
収
し

て
利
用
し
た
た
め
、
将
兵
と
住
民
が
地
域

に
混
在
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
軍
は
在
宅
の
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
を
警
戒
し
、
将
兵
へ
の
感
染

沖
縄
愛
楽
園
を
訪
問
し
て

を
恐
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
の
患
者

は
軍
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
調
査
さ
れ
、

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
９
月
の
大
収
容

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
大
収
容
は
、
そ
の
指
揮
を
と
っ
た

第
９
師
団
の
日に

っ
と
し
ゅ
う
い
ち

戸
修
一 

軍
医
の
名
前
を

冠
し
て
「
日
戸
収
容
」
と
か
「
軍
収
容
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
人
目
を

忍
ん
で
行
わ
れ
て
き
た
患
者
収
容
が
、
白

昼
、
軍
に
よ
っ
て
人
前
に
晒
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
定
員
４
５
０
人
の
愛
楽
園
に
９

１
３
人
も
の
患
者
が
隔
離
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
未
知
な
も
の
へ
の
恐
怖
、

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
恐
怖
を
さ
ら
に
高
め
ま

し
た
。
こ
の
と
き
、
軍
に
協
力
し
た
の
が

愛
楽
園
２
代
目
園
長 

早
田
皓
氏
で
し
た
。

〈
早
田
壕
〉

　

早
田
園
長
の
指
示
で
、
園
内
の
小
高
い

丘
に
横
穴
式
の
防
空
壕
が
掘
ら
れ
ま
し

た
。
作
業
に
参
加
す
れ
ば
茶
碗
一
杯
の
粥

が
出
る
と
い
う
こ
と
で
、
比
較
的
症
状
の

軽
い
入
所
者
が
、道
具
が
十
分
に
な
い
中
、

壕
堀
り
作
業
に
当
た
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
丘
に
は
化
石
化
し
た
貝
が
堆
積
し
て

お
り
、貝
殻
に
よ
っ
て
作
業
中
に
受
傷
し
、

化
膿
し
た
た
め
に
指
や
手
足
を
切
断
さ
れ

た
方
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
防
空
壕
は
入
所
者
全
員
が
収
容
で

き
る
ほ
ど
の
も
の
で
、
空
襲
に
よ
る
被
害

は
１
名
だ
っ
た
も
の
の
、
狭
い
壕
内
で
は

衛
生
状
況
も
悪
く
、
栄
養
失
調
、
マ
ラ
リ

ア
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
な
ど
に
罹
患
し
、
約

１
年
の
間
に
２
８
８
名
の
方
が
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
隔
離
と
戦
争
の
二
重
の
苦
し

み
が
あ
っ
た
場
所
で
し
た
。

　

愛
楽
園
の
入
所
者
は
、
沖
縄
の
臨
戦
態

勢
の
た
め
に
排
除
さ
れ
、
兵
力
を
阻
害
す

る
者
と
し
て
隔
離
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
世

界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

広
が
る
今
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
同
じ
よ
う
に

未
知
の
病
へ
の
不
安
が
、
差
別
を
生
み
出

し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

５
月
開
始
予
定
の
「
大
山
町
み
ん
な
の

人
権
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
始
を

７
月
ま
で
延
期
し
ま
す
。
ま
た
、
７
月
以

降
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
延
期
な
い
し
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
介
護
課　

人
権
推
進
室

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
２
８
６

　

FAX
０
８
５
９
‐
54
‐
２
４
１
３

令
和
２
年
度

「
大
山
町
み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」

延
期
の
お
知
ら
せ

人
権
の
つ
ぼ 

178
大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
２
８
６

大
山
町
茶
畑
１
０
７
７
‐
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
４
１
３

　４月から新しく
人権教育推進員に
なりました。門脇
英之です。人権教
育において、住民
学習活動等の指導
や相談にのります。
お気軽にご相談く
ださい。
　新型コロナウイルス感染症の拡大と
ともに、デマや真意が不確かな情報が
拡がり、SNS 等で誹謗中傷や風評被害
等の人権侵害が起こっています。個人
への中傷やいじめ、偏見や差別は決し
てあってはならないことです。正しい
情報を見極め良識を持って行動したい
ものです。

人権教育推進員からひとこと
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まちの話題

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

ひ
と
む
す
び

　

大
山
町
下
市
に
お
む
す
び
専
門
店
「
お

む
す
び
屋
ひ
と
む
す
び
」
が
、
３
月
22
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
元

集
落
の
方
々
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
、
限
定
50
食
の
お
む
す
び
弁
当
は
、
開

店
30
分
で
売
り
切
れ
る
ほ
ど
。
そ
の
後
も

行
列
が
た
び
た
び
で
き
、
お
に
ぎ
り
単
品

も
30
分
以
上
待
ち
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
に
ぎ
り
に
使
っ
て
い
る
米
や
、
具
の

ワ
カ
メ
な
ど
の
海
産
物
、味
噌
は
町
内
産
。

お
む
す
び
に
合
う
塩
も
研
究
し
、
高
知
県

産
の
天
然
塩
を
使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

初
め
て
食
べ
た
方
は
、「
ふ
わ
っ
と
し
た

お
む
す
び
は
初
め
て
。
優
し
い
味
で
お
い

し
い
」「
目
の
前
で
握
っ
て
く
れ
る
の
で
、

で
き
た
て
が
味
わ
え
る
。
あ
た
た
か
く
て

お
い
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

　

創
業
者
の
小
橋
さ
ん
は
、
和
歌
山
県
出

身
で
、
２
年
前
に
大
山
町
に
Ｉ
タ
ー
ン
。

大
山
寺
周
辺
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
露
店

を
出
店
し
、
お
む
す
び
を
販
売
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
大
山
町
に
専
門
店
を
作
り
た

い
と
、「
大
山
町
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
活
用
創
業
支
援
事
業
」
を
活
用
し
て

店
舗
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

＊
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
た
い
と
企
画
立
案
し

た
起
案
者
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

を
通
じ
て
、
世
の
中
に
呼
び
か
け
、
共
感

し
た
人
か
ら
資
金
を
集
め
る
方
法
で
す
。

町
内
の
創
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
大
山

町
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
調
達

し
た
資
金
の
1/2
（
上
限
50
万
）
を
補
助
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
も
、
５
月
以
降
に
大
山
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
を
し
ま
す
の
で
、

創
業
を
検
討
中
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

地
域
を
元
気
に

日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞

　

地
域
の
活
性
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
顕

彰
す
る
「
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞

２
０
１
８
」（
主
催
：
日
本
海
新
聞
ふ
る

さ
と
創
り
事
業
団
、
共
催
：
県
内
各
市
町

村
）
の
表
彰
式
が
、
３
月
17
日
に
役
場
大

山
支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

『
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
』
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
山
根
康
平
さ
ん
（
米
子
工
業
高
等

専
門
学
校
３
年
・
当
時
）、
ス
キ
ー
の
小

椋
久
遠
さ
ん（
大
山
小
学
校
４
年
・
当
時
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
地
域
貢
献
賞
』
は
旧
上
中
山

保
育
所
を
活
動
拠
点
と
し
て
、
文
化
活
動

や
甲
川
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
「
き
ば
ら
い
や
上

中
山
」
と
旧
庄
内
小
学
校
を
活
動
拠
点
と

し
て
、ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り
の
実
施
や
、

旧
庄
内
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
「
か
く
わ
の
郷
庄
内
」
が
受
賞

し
ま
し
た
。
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令和２年度の健診  こう変わります !

大腸がん検診の受診方
法（容器受け取りと提出
方法）が変わります

その②
個別健康診査のできる
医療機関が増えますその③

胃がん検診を受ける方に限りますが、胃がんの原因の可能性ともなるピロリ菌の抗体検査等が、
受けられるようになります！

 対象者  ：40歳～70歳まで
（ピロリ菌抗体検査受診歴・ピロリ菌除菌歴のある方を除く）
問診の結果、医師から受けることが適当でないと判断された場合は
受けられません

 条件  ：胃がん検診とセットで受けること（要予約）
（この検査は、胃がんにかかる危険度（リスク）を調べるもので、胃がんの有無を
診断するものではありませんので、胃がん検診も必ずお受けください）

 検査方法  ：採血による血液検査
（ヘリコバクター・ピロリ抗体、ペプシノゲン検査）

 検査場所  ：胃がん検診の会場（集団・個別）
 費用  ：無料（個別の胃カメラ検診は2,000円）
 結果  ：結果が陰性の方も、胃がんなどのリスクがゼロになるわけではありません

定期的に胃がん検診を受診することが必要です
検査の結果、治療の必要があった場合は医療機関を受診してください

昨年まで個別健康診査は町内７医療機関で実
施していましたが、赤碕診療所とマリ医院で
も健康診査を受けていただけるようになりま
した！

（1）健診会場で容器を受け取る
（2）指定日までに便を容器に採取する
（3）指定日に回収場所へ提出する

新規 ！
その① 胃がんリスク検査

（ピロリ菌抗体検査等）をはじめます

変わります! 変わります!

回収箱

　

お
　
知
　
ら
　
せ

「新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため健診時期を変更します」
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために、令和２年６月予定の集団健診、各医療機関での個別健
診（がん検診を含む）を中止とさせていただきます。
　７月以降の健診については現在のところ実施予定ですが、感染拡大の状況によっては延期または中止となります。
　ご予定いただいております皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、感染拡大防止のためご理解とご協力をお
願いいたします。
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大山恵みの
里だより
  vol.140

問い合わせ先
大山恵みの里公社
☎0859－54－6600

ふ
る
さ
と
の
野
菜
を
詰
め
て

　

町
内
農
家
さ
ん
が
丹
精
し
た
旬
の
野
菜

や
果
物
、
加
工
品
を
詰
め
合
わ
せ
て
宅
配

便
で
お
届
け
す
る
「
ふ
る
さ
と
便
・
野
菜

セ
ッ
ト
」。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
や
、
大
山
恵

み
の
里
の
通
販
サ
イ
ト
で
も
人
気
で
す
。

遠
く
に
住
む
あ
の
人
に
、
ふ
る
さ
と
の
味

を
送
り
ま
せ
ん
か
？

　

内
容
や
価
格
な
ど
、
詳
し
く
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
「
大
山
恵
み
の
里 

ふ
る
さ

と
便
」
で
検
索
い
た
だ
く
か
、
大
山
恵

み
の
里
公
社
（
本
部
☎
０
８
５
９
‐
54
‐

６
６
０
０
）
の
通
販
担
当
者
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
ポ
ケ
ふ
た
」
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？

人
気
ア
ニ
メ
漫
画
「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス

タ
ー
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
こ
と
で
、
全
国

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等
に
順
次
設
置
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ポ
ケ
ふ
た
は
１
枚
１
枚

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
、
世
界
に
１

枚
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

３
月
に
道
の
駅
大
山
恵
み
の
里
に
登
場

し
た
ポ
ケ
ふ
た
に
は
、
と
っ
と
り
ふ
る
さ

と
大
使
で
も
あ
る
「
ア
ロ
ー
ラ
サ
ン
ド
」

が
、「
ヒ
ト
モ
シ
」
と
遊
ん
で
い
る
姿
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
ポ

ケ
モ
ン
た
ち
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

大山町は食・
運動・健診を

テーマに

健康づくりに
取り組んでい

ます。

年に１度は健
診を！

新型コロナウイルス感染症の感
染拡大のため、感染状況によっ
ては延期または中止その他変更
となる場合があります。この場
合、防災無線、大山町ホーム
ページ、大山チャンネルでお知
らせします。

健診会場で
運動機能チェックしますその⑤

カーブス・ブルーディアとのコラボ企画
 場所  ：保健福祉センターなわでの集団健診会場

（すべての回ではありません）
「からだのバランスチェックコーナー」を設けます
血管年齢、握力、片足立ち、姿勢バランスをチェックしま
す（内容は変更になる場合があります）

新規 ！

◆問い合わせ先
　健康対策課
　☎０８５９－５４－５２０６

健診関係書類は一人ずつ郵送しますその④
５月下旬以降に健診関係書類をお手元にお届けします。中
身を確認して健診受診の予定を立てましょう！

変わります!

▲野菜詰め合わせ例

「
ポ
ケ
ふ
た
」
が
道
の
駅
に 

登
場
！

お
　
知
　
ら
　
せ
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お
　
知
　
ら
　
せ

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

　

風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
現
在
、
予
防

接
種
法
に
基
づ
き
公
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
公
的
な
接
種
を
受
け
る
機

会
が
な
か
っ
た
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男

性
は
、
抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ

て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
令
和
４
年
３
月
ま
で
の
期

間
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

※
令
和
元
年
度
に
抗
体
検
査
を
受
け
て
い

な
い
対
象
者
全
員
に
３
月
末
に
ク
ー
ポ

ン
券
（
有
効
期
限
２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
３
月
）
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
令
和
元
年
度
は
、
国
の
方
針
で
昭
和
47

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
4
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
に
ク
ー
ポ
ン
券

を
お
送
り
し
ま
し
た
。

※
令
和
元
年
度
送
付
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を

お
持
ち
の
方
は
、
今
回
送
付
し
た
新
し

い
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
行
き
違
い
で
既
に
受
診
済
み
の
方
に
も

届
い
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

○
実
施
医
療
機
関

　

全
国
の
実
施
医
療
機
関
は
ク
ー
ポ
ン
券

送
付
の
ご
案
内
（
裏
面
）
ま
た
は
、
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
対
象
の
方
で
、
平
成
31
年
4
月
1
日
以

降
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く
ま
で
に
自
費
で

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
た

方
に
は
、
費
用
の
全
額
ま
た
は
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
健
康
対
策
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

妊娠中の女性が風しんに
感染すると、子どもに眼や
耳等の障がいを含む

先天性風しん症候群が生じる
可能性があります。
家族を守るためにも
検査・接種を !!

◆問い合わせ先　健康対策課　☎０８５９－５４－５２０６

○抗体検査・予防接種までの流れ
　クーポン券を利用して、まず抗体検査を受けていただき、抗体検査の結果、十分な量の抗体がない方

は、予防接種の対象となります。

クーポン券が届きます

抗体検査（クーポン券・本人確認書類が必要です）
抗体検査の結果が届きます。

予防接種を受けましょう
（クーポン券・本人確認書類・抗体検査結果通知が必要です）

↓

↓

↓

抗体なし
風しんへの抵抗力がありません。
風しんにかかるリスクがあります。

↓
抗体あり

風しんへの抵抗力があります。
予防接種の対象となりません。

S37.4.2～
S54.4.1生まれの
男性は、令和4年
3月まで
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お
　
知
　
ら
　
せ

　

肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
上
位

で
、
肺
炎
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
方
の
95
％

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
肺
炎
の
原

因
で
最
も
多
い
肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
と

重
篤
化
を
防
ぐ
た
め
、
接
種
費
用
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
接
種
対
象
者
へ
は
３
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
令
和
2
年
度
接
種
対
象
者
】

（
１
）
年
度
内
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳

に
な
る
方

（
２
）60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、心
臓
、

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
が
い
を
有
す
る
方
で
、
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有

す
る
方

　

予
防
接
種
法
の
規
定
に
よ
り
、
過
去
に

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
た
方
は
、
定
期
接
種
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

【
接
種
期
間
】

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で

【
自
己
負
担
額
】

３
、
０
０
０
円
（
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

方
は
無
料
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
対
策
課　

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６

令
和
２
年
度

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
対
象
者
に
つ
い
て

年齢 対象生年月日

65歳 昭和30年4月2日生～昭和31年4月1日生の方

70歳 昭和25年4月2日生～昭和26年4月1日生の方

75歳 昭和20年4月2日生～昭和21年4月1日生の方

80歳 昭和15年4月2日生～昭和16年4月1日生の方

85歳 昭和10年4月2日生～昭和11年4月1日生の方

90歳 昭和 5年4月2日生～昭和 6年4月1日生の方

95歳 大正14年4月2日生～大正15年4月1日生の方

100歳 大正 9年4月2日生～大正10年4月1日生の方

自粛生活で要介護状態にならないために！コロナに負けるな！

　新型コロナウイルスの感染には注意が必要で
すが、外出を控えるあまりに運動不足や、孤独
を感じていませんか？
　閉じこもって
　　＊日中テレビを見て過ごす
　　＊会話をすることが少なくなる
　などの毎日を続けると…

①動かない時間を減らす
・こまめに立つ、歩く、足踏みをする
・ラジオ体操やスクワットなどをする
・天気のいい日は散歩をする
・農作業、庭の草取りをする

②バランスの良い食事を心がける
・欠食しない
・間食を増やさない

③友達や家族とつながる
・電話、メールを利用する
・手紙やはがきを書く

◆福祉介護課

　☎0859－54－5207

あれ！動けない！！

寝たきりに！

予防のポイント



町長の
『余白に
　書かせて！』
『余白に
　書かせて！』

16令和 2年 5月号

　

お
　
知
　
ら
　
せ

正常に作動していますか？

異常なし！
住宅用火災警報器の寿命は10年が目安。
命や財産を守るために、定期点検が必要です。

【事例１】
　自宅の台所の火災警報器から、

突然、「火事です」とアナウンス

が鳴り出して驚いた。ヒモを引っ

張ると音は止まったが、火の気

はなく、煙も出ていなかった。

【事例２】
　１０年以上前に、自宅の台所

や寝室に火災警報器をつけてい

るが何もしていないので、正常

に作動しているのかわからない

が、どうしたらいいのだろうか。

アドバイス
●火災警報器（警報器）は、火災をいち早く察知するために重要

なものです。

　警報器は、警報を発しなくても常にセンサーが作動して監視し

ていますが、故障や電池切れ等により正常に作動しない場合が

あるので、定期的に点検をすることが大切です。

●寿命は１０年が目安とされています。本体に記載されている製

造年月日を確認して、期間の経過したものは交換しましょう。

●高い所にある警報器を点検・交換をする時は、転倒や転落しな

いよう十分注意をして、不安な場合は周囲の人に依頼すること

も考えましょう。

●警報器の点検方法や鳴ってしまった時の止め方は、取り扱い説

明書やメーカーのホームページなどで確認をしておきましょう。

＊お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。　　　大山町役場住民課　☎ 0859-54-5210 （平日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県消費生活センター　☎ 0859-34-2648（平日・土日）

消費生活相談窓口ですはい！

　

令
和
２
年
度
か
ら
、
地
方
創
生
総
合
戦

略
の
第
２
期
と
な
る
５
か
年
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
第
２
期
の
総
合
戦
略
は
、
第

１
期
の
取
り
組
み
の
継
続
発
展
に
よ
る
将

来
人
口
目
標
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

本
町
の
子
育
て
・
教
育
環
境
は
、
先
進

的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、
周

辺
自
治
体
に
比
べ
て
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
と
認
識
さ
れ
始
め
た
結
果
、
平
成
30
年

度
は
市
町
村
合
併
後
、
初
め
て
転
入
者
が

転
出
者
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
世
代

に
と
っ
て
、
誰
も
が
大
山
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
を
例
に
挙
げ
る
と
、
町
内

に
は
第
１
次
産
業
を
中
心
と
し
た
多
様
な

仕
事
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
化
や
若
者
世

代
の
流
出
に
よ
り
、
農
林
水
産
業
従
事
者

や
小
規
模
事
業
所
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

事
業
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
町
民
が
地
元
に
誇
り
を
持
っ
て
活

躍
で
き
る
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
、
大

山
町
を
離
れ
た
町
出
身
者
が
希
望
を
も
っ

て
帰
郷
で
き
る
よ
う
な
内
容
で
戦
略
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
大
山
町

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
総
合
戦
略

を
活
か
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
文
責
：
大
山
町
長　

竹
口
大
紀
）

▲記者会見の様子
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）は
、氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・

性
別
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
顔
写
真
が
表
示

さ
れ
た
カ
ー
ド
で
、
公
的
な
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
今
後
は
、
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証

と
し
て
の
利
用
や
、
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

消
費
活
性
化
の
取
り
組
み
（
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
予
約
※
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
ぜ
ひ
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

◆
申
請
に
つ
い
て

　

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
郵
送
、

ま
た
は
、ま
ち
な
か
の
証
明
用
写
真
機（
対

応
機
種
の
み
）
で
申
請
で
き
ま
す
。

※
交
付
申
請
書
が
な
い
方
は
、
住
民
課
、

ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
室
で
申
請
用

Ｉ
Ｄ
が
つ
い
た
交
付
申
請
書
を
お
渡
し

し
ま
す
。
本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
受
取
方
法

　

申
請
し
た
方
に
、
後
日
、
町
か
ら
交
付

通
知
書
（
は
が
き
）
を
送
付
し
ま
す
。
申

請
し
た
本
人
（
15
歳
未
満
の
方
は
要
保
護

者
同
伴
）
が
、
交
付
場
所
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

【
必
要
書
類
】

　

・
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

　

・
通
知
カ
ー
ド

　

・
本
人
確
認
書
類
（
＊
）

　

＊
１
点
で
よ
い
も
の

運
転
免
許
証
、
障
害
者
手
帳
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
つ
き
）
等

　

＊
２
点
以
上
必
要
な
も
の

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
特
別
医

療
受
給
者
証
、
学
生
証
等

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

※マイナポイント予約とは？！
　マイナンバーカードを取得し、事前にマ

イキーＩＤを設定することです。このマイキー

ＩＤを使ってＱＲ決済や電子マネーに一定

額チャージ等すると国が２５％（上限5,000

円）分のポイントを付与します。

◆マイキーＩＤに関するお問い合わせは、

総務課（☎ 0859-54-5201）へお願

いします。

つ
く
っ
て
み
よ
う
！  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
方
法
の
手
順
は
こ
ち
ら
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

パ
ソ
コ
ン
の
方
は
こ
ち
ら
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大
山
町
で
は
、
出
産
を
望
む
夫
婦
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
次
の
と
お
り
不
妊
治
療
費

の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
内
容

【
人
工
授
精
】

・
助
成
額　

人
工
授
精
に
要
し
た
費
用
の

１
／
２
を
、
１
年
度
あ
た
り
10
万
円
ま

で
通
算
２
年
度
助
成

※
妻
の
年
齢
が
35
歳
未
満
の
場
合
は
、
鳥

取
県
不
妊
治
療
費
助
成
金
が
７
／
10

（
上
限
14
万
円
）
に
拡
充
さ
れ
る
た
め
、

町
の
助
成
額
は
、
３
／
10
（
上
限
６
万

円
）

【
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授

精
）】

・
助
成
額　

採
卵
を
伴
う
治
療
▼
１
回
に
つ
き
上
限

10
万
円

採
卵
を
伴
わ
な
い
治
療
▼
１
回
に
つ
き

上
限
５
万
円

【
男
性
不
妊
治
療
】

・
助
成
額　

１
年
度
あ
た
り
５
万
円
を
上

限
◆
対
象
と
な
る
方

・
助
成
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
不

妊
治
療
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
不
妊
治
療

費
助
成
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
方

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
ご
夫
婦

で
、
ご
夫
婦
の
一
方
、
ま
た
は
双
方
が

１
年
以
上
継
続
し
て
町
内
に
住
民
登
録

し
て
い
る
方

・
他
の
市
町
村
か
ら
同
様
の
給
付
を
受
け

て
い
な
い
方

・
対
象
者
及
び
そ
の
配
偶
者
に
町
税
等
の

滞
納
が
無
い
方

◆
申
請
場
所　

こ
ど
も
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
わ
内
）

◆
必
要
な
も
の

①
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

②
県
の
助
成
金
交
付
決
定
通
知
及
び
額
の

確
定
通
知
書

③
治
療
に
係
る
領
収
書

④
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
等
ゴ
ム
印
は
不
可
）

⑤
通
帳
な
ど
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

◆
申
請
期
間　

　

治
療
が
終
了
し
た
年
度
末
で
県
の
助
成

金
交
付
決
定
後
（
た
だ
し
、
２
月
１
日
か

ら
３
月
31
日
ま
で
に
県
の
助
成
金
交
付
決

定
が
あ
っ
た
場
合
は
、
翌
年
度
の
５
月
31

日
ま
で
申
請
可
能
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課　

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
５

不
妊
治
療
費
の
助
成
が
あ
り
ま
す

　

「
な
か
な
か
妊
娠
し
な
い
」「
ど
ん
な
検

査
や
治
療
が
あ
る
か
知
り
た
い
」「
二
人

目
不
妊
が
心
配
」
な
ど
、
不
妊
や
不
育
に

ま
つ
わ
る
相
談
、
心
身
の
悩
み
等
に
、
不

妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
不
妊
症
看
護
認
定
看

護
師
が
お
答
え
し
ま
す
。
悩
み
を
抱
え
込

ま
な
い
で
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
会
場

　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階
研
修
室
２

（
米
子
市
錦
町
一
丁
目
１
３
９
番
地
3
）

◆
時
間

　

13
時
～
17
時

◆
相
談

　

相
談
日
は
原
則
毎
月
第
２
火
曜
日
で

す
。 

令
和
２
年

５
月
12
日
、
６
月
９
日
、
７
月
14
日
、

８
月
11
日 

、
９
月
８
日
、
10
月
13
日
、

11
月
10
日
、
12
月
８
日 

令
和
3
年 

　

１
月
12
日
、
２
月
９
日
、
３
月
９
日

◆
そ
の
他

・
事
前
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
時
間

の
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
鳥
取
県
西
部
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

（
ミ
オ
・
フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
ク
リ

ニ
ッ
ク
内
）
で
の
面
接
相
談
も
従
来
ど

お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
し
や
す

い
会
場
を
ご
選
択
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
西
部
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

（
ミ
オ
・
フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
内
）

　

☎
０
８
５
９
‐
35
‐
５
２
２
３

メ
ー
ル

　

seibufuninsoudan@
m

fc.or.jp

（
24
時
間
受
付
）

＊
電
話
相
談
・
面
接
相
談

【
月
、
水
、
金
】

９
時
～
12
時
、
14
時
～
17
時

【
火
、
木
、
土
】

14
時
～
17
時

鳥取県西部
不妊専門
相談センター

出張相談
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お
　
知
　
ら
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大
山
町
で
は
、
１
歳
未
満
の
乳
児
を
家

庭
で
保
育
す
る
保
護
者
に
家
庭
保
育
支
援

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
31
年
３
月
31
日
生
ま
れ
ま

で
は
、
次
の
と
お
り
経
過
措
置
を
設
け
て

い
ま
す
。

【
対
象
年
齢
】

●
平
成
30
年
５
月
１
日
～
平
成
30
年
９
月

30
日
生
ま
れ
ま
で

２
歳
未
満
ま
で
支
給

●
平
成
30
年
10
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月

31
日
生
ま
れ
ま
で

１
歳
６
か
月
未
満
ま
で
支
給

※
転
入
の
場
合
は
、
経
過
措
置
の
対
象
外

で
、
１
歳
未
満
ま
で
支
給

　

４
月
下
旬
ご
ろ
に
平
成
30
年
５
月
生
ま

れ
以
降
の
乳
幼
児
の
保
護
者
の
方
へ
申
請

書
類
を
送
り
ま
す
。
対
象
の
方
は
、
ご
確

認
の
う
え
、
５
月
末
日
ま
で
に
こ
ど
も

課
・
本
庁
住
民
課
・
各
支
所
総
合
窓
口
室

の
い
ず
れ
か
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
５

高
等
学
校
等
通
学
定
期
券
購
入
費
助
成
の

内
容
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
鳥
取
県
高
校
生
等

通
学
費
助
成
事
業
が
始
ま
る
こ
と
に
伴

い
、
助
成
内
容
の
一
部
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

【
変
更
点
】

◎
通
学
定
期
券
の
費
用
が
月
額
７
、０
０
０

円
を
超
え
る
場
合
は
、
７
、
０
０
０
円

を
越
え
た
部
分
を
全
額
上
乗
せ
（
１
０

０
円
未
満
切
捨
て
）
し
て
助
成
。
３
か

月
定
期
・
６
か
月
定
期
の
場
合
は
、
１

か
月
分
の
実
費
負
担
額
を
算
出
す
る
。

◎
補
助
金
の
対
象
と
す
る
各
高
等
学
校
等

の
最
寄
り
駅
を
指
定
し
、
そ
の
範
囲
内

で
助
成
す
る
。

◎
助
成
対
象
期
間
は
、
高
等
学
校
等
１
年

か
ら
３
年
ま
で
の
３
年
間
を
上
限
と
す

る
。
３
年
次
の
３
月
は
、
卒
業
式
当
日

ま
で
を
対
象
期
間
と
す
る
。

　

申
請
方
法
等
は
、
従
来
ど
お
り
で
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
者
】

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校
等
に

就
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
（
同
居
し
て
い

る
者
に
限
る
）

【
申
請
方
法
】

●
申
請
場
所

こ
ど
も
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

内
）、
本
庁
住
民
課
、
各
支
所
総
合
窓
口

室●
必
要
な
も
の

・
大
山
町
高
等
学
校
等
通
学
定
期
乗
車
券

　

購
入
補
助
金
請
求
書
（
様
式
第
1
号
）

・
学
生
証
の
写
し
又
は
在
学
証
明
書

・
購
入
し
た
定
期
乗
車
券
の
写
し

・
納
税
確
認
同
意
書

・
印
鑑

・
通
帳
な
ど
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の　

　

（
口
座
の
登
録
が
な
い
場
合
）

【
そ
の
他
】

※
ま
と
め
て
申
請
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場

合
は
、
定
期
乗
車
券
の
写
し
が
必
要
で

す
の
で
、
購
入
後
に
写
し
を
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
添
付
が
な
い
場
合

は
、
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

※
３
年
次
の
場
合
は
、
在
学
期
間
中
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
卒
業
後
の
申
請
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
バ
ス
と
Ｊ
Ｒ
を
合
算
し
て
申
請
さ
れ
る

場
合
は
、
事
前
に
こ
ど
も
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

こ
ど
も
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
５

家
庭
保
育
支
援
給
付
金
の

　
　
申
請
に
つ
い
て

（例）御来屋駅から米子駅まで
　1か月定期（7,140円）の場合

（7,000円×1/2）+140円＝3,640円
助成額は3,600円
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

ニューフェイスです
よろしくお願いします

柴　田　広　一
（企画課　主事）

柴　田　直　人
（建設課　技師）

浦　木　美　穂
（幼児・学校教育課　学校教育室長）

谷　野　智　康
（農林水産課　主事）

入　江　未　憂
（名和さくらの丘保育園　保育士）

佐　藤　真　子
（住民課　主事）

須　美　結　季
（中山みどりの森保育園　保育士）

谷　上　美　幸
（福祉介護課　主事）

小　原　沙也佳
（大山きゃらぼく保育園　保育士）

総
務
課
広
報
室

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
表
示
に
対
応

　

普
及
が
進
む
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
に
対

応
す
る
た
め
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を

一
新
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
へ
最
適
化
し
た
画
面
表
示
に
対
応

し
ま
し
た
。

②
分
類
（
カ
テ
ゴ
リ
）
の
見
直
し

　

目
的
の
ペ
ー
ジ
に
少
し
で
も
早
く
た
ど

り
着
け
る
よ
う
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ペ
ー
ジ

に
「
町
民
・
事
業
者
の
方
」「
観
光
情
報
」

の
２
つ
の
入
り
口
と
利
用
の
多
い
３
つ
の

ボ
タ
ン
を
配
置
、
行
政
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

も
全
ペ
ー
ジ
の
カ
テ
ゴ
リ
の
分
類
や
配
置

を
見
直
し
ま
し
た
。

③
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

　

ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
※
）
へ

の
対
応
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
情
報
を

利
用
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

※
「
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を
含
め
て
、

誰
も
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
さ
れ
る
情

報
に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用
で
き
る
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
す
。

④
多
言
語
翻
訳
へ
の
対
応

　

多
く
の
人
に
情
報
が
届
く
よ
う
、「
英

語
」「
韓
国
語
」「
中
国
語
（
簡
体
字
・
繁

体
字
）」
の
自
動
翻
訳
機
能
を
追
加
し
ま

し
た
。

https://www.daisen.jp

スマートフォンからも
見やすくなりました。

　

お
　
知
　
ら
　
せ
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農
作
業
機
付
き
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
道
走
行
に
つ
い
て

特
産
果
樹
の
苗
木
購
入
助
成

　

道
路
運
送
車
両
法
の
見
直
し
に
よ
り
、

ロ
ー
タ
リ
ー
等
の
直
接
装
着
型
作
業
機

（
け
ん
引
タ
イ
プ
で
は
な
い
、
直
接
装
着

す
る
作
業
機
）
を
装
着
し
た
状
態
の
ト
ラ

ク
タ
ー
が
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場

合
に
限
り
、
公
道
走
行
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

詳
し
く
は
ご
購
入
さ
れ
た
農
機
販
売

店
、
農
林
水
産
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

大
山
町
で
は
、
特
産
果
樹
と
し
て
位
置

づ
け
た
品
種
の
苗
木
を
新
規
に
作
付
け
及

び
育
成
す
る
農
業
者
な
ど
へ
、
そ
の
苗
木

購
入
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

◆
対
象
品
目

　

り
ん
ご
、
梨
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
柚
子

　

（
販
売
目
的
の
物
）

◆
対
象
者

　

農
業
者
（
個
人
・
生
産
組
織
）

【
一
定
の
条
件
】

　

灯
火
器
類
、
車
両
幅
、
最
高
速
度
、
運

転
免
許
な
ど
の
確
認
が
必
要
で
す
。特
に
、

農
作
業
機
を
装
着
し
た
状
態
で
、
全
長
が

4.7
ｍ
、
全
幅
1.7
ｍ
、
高
さ
2.0
ｍ
を
超
え
る

場
合
、
大
型
特
殊
免
許
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
６

◆
助
成
対
象
費
用

　

３
万
円
以
上
の
苗
木
代（
送
料
も
含
む
）

◆
助
成
率

　

１
／
３
（
千
円
単
位
で
の
助
成
。
端
数

切
捨
て
）

※
な
お
、
令
和
２
年
度
が
補
助
の
最
終
年

に
な
り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
６

　最近、イノシシ等の有害鳥獣による農作物被害

が増えていることから、国や県の補助事業対象に

ならない侵入防止柵購入費用の一部助成について

大山町独自で取り組むことになりました。

　事業実施にあたっては要件がありますので、希

望される方は農林水産課に連絡をお願いします。

【事業対象地】

　柵を設置することができる場所は、農業用に供

する土地であり、かつ農作物を作付けしているこ

と。

【補助金額】

　事業費上限10万円（消費税を除く）の１／４

◆問い合わせ先

　農林水産課　☎0858－58－6116

大山町有害鳥獣農地
侵入防止柵設置事業費補助金

新たに大型特殊免許が必要

幅1.7m超え

新設！

赤十字の活動資金へのご協力を
　５月は赤十字運動月間です。

　日本赤十字の活動は、みなさんの会費と寄

付によって支えられています。お寄せいただ

いた活動資金は、発生が危惧されている大規

模災害に備えた救援物資の備蓄や、救急法の

講習をはじめとした赤十字の活動に活用され

ます。

　赤十字の活動資金へのご協力をよろしくお

願いします。
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◆
日
時　

６
月
12
日
～
11
月
27
日

　
　
　
　

（
お
お
む
ね
金
曜
日
、
全
20
回
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

◆
場
所　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里　

他

◆
内
容　

厚
生
労
働
省
要
約
筆
記
者
養
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ
て
実
施
し
ま
す
。

①
実
技
②
聴
覚
障
が
い
者
福
祉
等
に
関
す

る
講
義

※
受
講
対
象
者
は
、
高
校
生
以
上
の
き
こ

え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
福
祉
に
理

解
と
熱
意
を
有
す
る
方
。

◆
コ
ー
ス　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン

コ
ー
ス
。（
定
員
各
コ
ー
ス
20
名
）

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（w
indow

s

）
を
持
参
で
き
、
原
則
タ
ッ

チ
タ
イ
ピ
ン
グ
の
で
き
る
方

◆
受
講
料　

３
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
途
）

◆
申
込
締
切　

６
月
３
日
（
水
）
必
着

◆
申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
９
‐
30
‐
３
６
５
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
30
‐
３
６
６
０

　

焼
却
施
設
名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

1
日
当
た
り
焼
却
処
理
量
は
、
８
ト
ン
で

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
き
れ
な
い
可

燃
ご
み
は
、
処
理
費
を
負
担
し
て
米
子
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま

す
。

　

可
燃
ご
み
の
排
出
量
の
減
量
は
、
こ
の

費
用
負
担
の
軽
減
に
直
接
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

年　度 処理量 委託料

平成29年度 1,293ｔ 3,270万円

平成30年度 1,341ｔ 3,390万円

令和元年度 1,245ｔ 2,750万円

▲米子市に処理委託した可燃ごみの処理量と　
　委託料

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

受
講
者
募
集

可
燃
ご
み
の
減
量
は
、

町
財
政
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す

令和2年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計予算の概要
　令和２年２月組合議会定例会で、令和２年度一般会計予算が決まりました。予算額は50億1,959万円

で、対前年度当初予算比で4.2％の減となっています。

歳入区分 決算額

分担金及び負担金 43億1,871万円

使用料及び手数料 4,625万円

国庫支出金 3,727万円

県支出金 3,684万円

財産収入 40万円

繰入金 9,432万円

諸収入 5,881万円

組合債 4億2,700万円

合　計 50億1,959万円

うち共同処理事務に使う市町村負
担金は42億9,545万円で、構成市町
村別の内訳は次のとおりです。

米子市 24億6,740万円
境港市 4億8,565万円
日吉津村 1億991万円
大山町 3億6,472万円
南部町 2億5,581万円
伯耆町 2億6,554万円
日南町 1億4,320万円
日野町 1億360万円
江府町 9,963万円

歳出区分 決算額

議会費 112万円

総務費 1億6,628万円

民生費 7,144万円

衛生費 16億7,164万円

消防費 25億8,023万円

公債費 5億1,888万円

その他 1,000万円

合　計 50億1,959万円

鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課

　☎0859－22－7732

※表中の予算額は万円単位で四捨五入しているため、
　合計額と一致しない場合があります。

議会費　0.0％

歳出歳入

公債費　10.4％
総務費　3.3％
民生費　1.4％

衛生費
33.3％

消防費
51.4％分担金及び負担金

86.0％

組合債
8.5％

繰入金　1.9％

使用料及び
手数料　0.9％

財産収入
0.0％

県支出金
0.7％

国庫支出金
0.8％

その他　0.2％諸収入　1.2％
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［放送時間］
（6:00/9:00/12:00/15:00/17:00/18:00/

20:00/21:00/24:00）

大山チャンネル
5月の主な放送内容

編　
集　
後　
記

5/1～、5/11～、5/21～

◆「PICK UPだいせん」 
　大山町のニュース、地域の出来事、暮らしに役立

つ情報などをピックアップ。

　大山町の“いま”が見える話題を住民の視点でお

届けします。特集コーナーでは、奮闘する町民の夢、

地域の課題、大山町の伝説など、バラエティに富ん

だ内容でお送ります。

《今月の見どころ》
◆番組史上最大スクープ！７０年前に墜落した米軍

飛行機を発見！？

◆県外で潜入取材！日本一「大山」を信仰する集落

◆応援企画「いまコレ」　（外出自粛中の方々に、オ

ススメの過ごし方を提案）

＜新型コロナウィルス感染防止に向けて＞
　大山チャンネルでは、新型コロナウィルス感染防止に向
けて、しばらくの間、以下の方針で番組制作を行います。
感染リスク削減のために、ご理解ご協力お願いします。

・出演者、取材相手、関係者への直接接触を最小限に
抑える

・大人数が集まる場所、密集する状況での撮影・取材
自粛

・健康状態が確認できない方、不特定の方への取材・
インタビューの禁止　

・撮影、収録、編集などの業務を最低限のスタッフで
対応する

◆番組への情報提供・問い合わせ先

　株式会社アマゾンラテルナ鳥取大山ラボ

　☎0858－58－2318

　国内では、散発的に小規模に複数の患者が発生し

ている例が見られます。

　感染の拡大を最小限に抑えるため、いま重要なの

は、小規模な患者の集団（クラスター）を生み出す

ことの防止です。

　「換気が悪く」「人が密に集まって過ごすような空

間」「不特定多数の人が接触するおそれが高い場所」

を避けましょう。

　新型コロナウイルスについては、全世界が感染拡

大防止のために懸命に努力しています。感染予防の

ためには、マスクの着用やこまめな手洗いのほか、

不要不急の外出を控えることが大切であるとされて

います。

　一日も早い収束が望まれますが、正しい情報に基

づく適切な行動に心がけ、皆で力を合わせて、この

未曾有の危機を乗り越えましょう。

新型コロナウイルス
感染拡大を防ぐために

【全般的な相談窓口】8時30分～17時15分

（土日、祝日除く）

　鳥取県健康政策課感染症・

　新型インフルエンザ対策室	 ☎0857-26-7153

　大山町健康対策課	 ☎0859-54-5206

【発熱・帰国者・接触者相談センター】

（24時間対応）

　西部地区（米子保健所内）	 ☎0859-31-0029

	 ☎0859-31-9317

新型コロナウイルスが心配な時は

★
５
月
号
は
、「
職
員
配
置
」
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。今
回
は
ペ
ー
ジ
中
で
は
な
く
、

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
同
様
、
は
さ
み
込
む
ス

タ
イ
ル
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
は
ず
し
て

使
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
さ
て
、
長
い
こ
と
担
当
と
し
て
走
っ
て

き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
バ
ト
ン
を
次
の

ラ
ン
ナ
ー
に
渡
す
と
き
が
き
ま
し
た
。
編

集
後
記
を
書
く
の
も
こ
れ
で
最
後
。
取
材

で
は
行
く
先
々
で
、
皆
さ
ん
か
ら
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
（
ひ
ろ
）

★
こ
の
た
び
の
異
動
で
広
報
担
当
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
広
報
と
は
縁
遠
い
仕

事
ば
か
り
を
し
て
き
た
の
で
、
新
た
な
気

持
ち
で
張
り
切
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、何
が
何
だ
か
勝
手
が
わ
か
ら
ず
、

戸
惑
っ
て
ば
か
り
の
毎
日
で
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

け
る
明
る
い
話
題
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ⓣ



なかやま温泉
だより
vol. 71

◆なかやま温泉
☎ 0858－49－3330

私たちのまち（４月１日現在）

○人　口：１６，０７０人（－５７）

　　男　：　７，７９３人（－２１）

　　女　：　８，２７７人（－３６）

○世帯数：５，７４３世帯（－　２）

この広報紙は、環境に配慮した再生紙を使用しています。
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大山町ホームページ　http://www.daisen.jp/
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2階
第4会議室

倉吉市文化活動センター
（リフレプラザ倉吉）

広告

・固定資産税（１期）

納期限6月1日（月）
※期限までに納めましょう

今月の税･保険料

　
こ
ん
に
ち
は
。な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー
ゆ
ー

倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

及
び
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
営
業
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

　
全
館
と
も
、
5/7（
木
）よ
り
営
業
再
開
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
情
勢
等
に
よ

り
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
温
泉
館
…
5/6（
水
）ま
で
臨
時
休
館

※
当
面
の
間
、サ
ウ
ナ
の
利
用
は
休
止
で
す

●
生
活
想
像
館
…
5/6（
水
）ま
で
臨
時
休
館

●
四
季
彩
園
（
さ
く
ら
館
）
…
5/6（
水
）ま

で
臨
時
休
業

●
そ
の
他

〇
自
主
イ
ベ
ン
ト
等
は
当
面
の
間
、
延
期

ま
た
は
中
止

〇
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
　
５
月
〜
８
月
の

期
間
上
映
中
止

〇tan
ocy 

（
お
食
事
処
／
休
止
中
）

　
そ
の
他
、
最
新
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、F

acebook

、In
stag

ram

に
て
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の

　
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　LINEで防災無線始めました！
　便利！放送時間にうちに居なくても、
　内容の確認ができます。

大山町公式Twitter

内容を一新し、町の施策や
お知らせ、その他をつぶやきます。

フォローは
こちらから　　➡

友だち登録は
こちらから　　➡

大山町公式


